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市の人口 総数51,281人（男24,564・女26.717) 世帯数14,888 (8月31日現在） 	（毎月2回 1日・15日発行） 

Oさしかわら 

市民会議であいさつを述べる森田市長 
（コミュニティセンター三好で） 

⑨心身ともに健康で、明るい家庭をつ＜ります。 

＠自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつくります。 

＠平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつ＜ります。 

⑨文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつくります。 

＠未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆ＜郷土をつくります。 

（昭和59年10月 1日制定） 

r詳雄緯詳熱井詳’二i」 

市 民 憲 章 
昭*062年 	わた＜したちの先人は、不濡不屈の五所川原 

左647 畿恕爵暑禁繁驚駄鴛裂2 
ら 上げました。 

9 
り わた＜したちは、この伝統を継承し、広 

‘ ー り． い視野に立つて西北津軽の人マと協調 
ーー， 、 ー：． レ、郷土の限りない発展を願って、こ 

」一て・ノ で こに市民憲章を定めます。 

毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
・
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
・
 
，
 

市
民
の
声
を
市
政
に
反
映
 

ー
地

区
毎
に
市

民
会
議

開
く
1
1
 

市
で
は
、
九
月
一
日
か
ら
市

内
各
地
で
市
民
会
議
を
開
い
て

い
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
市
民
か
ら
直
接
、
 

地
域
の
問
題
や
要
望
、
意
見
な
 
 

ど
を
聴
き
、
そ
れ
を
で
き
る
だ

け
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の

も
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
市
政
懇

談
会
を
更
に
発
展
さ
せ
、
よ
り

多
く
の
市
民
に
象
茄
し
て
い
た
 
 

だ
く
と
と
も
に
、
話
し
合
い
の

内
容
も
単
な
る
懇
談
の
域
に
と

ど
ま
ら
ず
、
一
層
充
実
し
た
も

の
と
す
る
た
め
、
名
称
を
今
年

度
か
ら
「
市
民
会
議
」
と
改
め

ま
し
た
。
 

「
辱
地
区
を
皮
切
り

に
、
十
月
五
日
の
七
和

地
区
ま
で
十
ニ
カ所
で

開
き
ま
す
。
 

初
日
e
三
好
地
区
は
、
 

午
前
十
時
か
ら
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
三
好

で
開
催
。
 

同
地
区
の
部
落
会
長
、
 

行
政
連
絡
員
、
住
民
協

議
会
長
を
は
じ
め
地
区

住
民
、
そ
し
て
地
元
市

議
な
ど
、
市
か
ら
は
森

田
市
長
、
吉
岡
助
役
を

は
じ
め
関
係
部
課
長
な

ど
合
わ
せ
て
約
八
十
人

が
出
席
。
 

最
初
に
森
田
市
長
が
 

「本
市
を
中
心
と
し
た

西
北
五
地
方
は
、
昭
和

六
十
年
に
青
森
地
域
テ

ク
ノ
ポ
リ
ス
の
指
定
、
 
 

今
年
度
は
七
刀
二
十
一
日
に
津

軽
半
島
振
興
引
画
の
承
認
な
ど
、
 

北
の
時
代
に
向
け
明
る
い
展
望

が
次
々
に
ひ
ら
け
つ
つ
あ
り
ま

す
。
 

今
後
、
農
業
の
振
興
は
も
と

よ
り
、
企
業
誘
致
と
地
場
産
業

の
振
興
を
積
極
的
に
進
め
、
不

挑
不
屈
の
五
所
川
原
魂
を
も
っ

て
、
一
干
一
世
紀
を
目
指
し
た

五
所
川
原
市
を
建
設
し
て
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
 

引
き
続
き
会
議
に
入
り
、
同

地
区
か
ら
は
道
路
や
側
溝
の
整

備
、
学
校
の
新
・
改
築
な
ど
地

域
に
密
着
し
た
身
近
な
問
題
に

つ
い
て
の
要
望
が
数
多
く
出
さ

れ
、
そ
れ
ら
の
ー
つ
ひ
と
つ
に
、
 

市
長
は
じ
め
関
係
部
課
長
が
市

の
対
応
策
を
示
し
ま
し
た
。
 

各
会
場
で
は
、
現
在
策
定
中

の
新
五
所
川
原
市
総
合
計
画
の

概
要
を
説
明
し
、
そ
れ
に
対
す

る
ご
意
見
等
を
お
寄
せ
い
た
だ

く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

市
民
の
方
々
の
ご
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。
 

（
日程
は
三
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
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亜所棚原女声コーラス~麟 

』見鵬乞フ易シプ［ 

八
月
二
十
三
日
、
福
岡
市
で

開
か
れ
た
「
第
十
回
全
日
本
お

か
あ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
全
国
大
会
」
 

で
、
全
国
九
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
計

一
一
千
六
グル
ー
プ
が
参
加
し
、
 

ハ
ー
モ
ニ

ー
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
 

演
出
効
果
を
競
い
合
っ
た
結
果
、
 

五
所
川
原
女
声
コ
ー
ラ
ス
（
宮

崎
妙
子
代
表

・会
員
数
七
十
人
）
 

が
見
事
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
き
ま

し
た
。
 

五
所
川
原
女
声
コ
ー
ラ
ス
の

同
大
会
（
の
出
場
は
一
昨年
に

続
い
て
二
回
目
で
、
今
回
は
、
 

五
所
川
原
市
を
八
月
二
十
一
日

に
バ
ス
で
出
発
し
、
約
三
十
時

間
か
か
っ
て
福
岡
市
に
入
り
、
 
 

休
む
間
も
な
く
練
習
。
 

又
、
大
会
当
日
も
朝
七
時
か

ら
約
三
時
間
練
習
す
る
な
ど
、
 

象
茄
者
全
員
が
グ
ラ
ン
プ
リ
獲

得
に
一
丸
と
な
って
ハ
ー
モ
ニ
 

ー
に
磨
き
を
か
け
大
会
に
望
み

ま
し
た
。
 

五
所
川
原
女
声
コ
ー
ラ
ス
は
、
 

「雨
の
フ
ァ
ン
タ
ジ

ー
」
 
（
指

揮
・
一
戸
民
子
先
生
、伴
奏
・

対
馬
裕
子
先
生
）
と
題
し
た
今

回
の
ス
テ
ー
ジ
で
、
歌
舞
伎
も

ど
き
の
舞
台
上
で
の
衣
装
の
早

変
わ
り
を
見
せ
、
会
場
を
大
い

に
沸
か
せ
ま
し
た
が
、
演
出
や

そ
れ
に
伴
う
女
性
の
華
や
か
さ

な
ど
も
評
価
の
対
象
と
な
る
こ
 
 

の
大
会
で
、
そ
の
新
鮮
で
楽
し

い
趣
向
は
大
好
評
で
し
た
。
 

五
所
川
原
女
声
コ
ー
ラ
ス
で

は
同
月
二
十
九
日
、
宮
崎
代
表

や
兼
平
亘
後
援
会
長
、
会
員
十

五
人
が
市
役
所
を
訪
れ
森
田
市

長
に
グ
ラ
ン
プ
リ
獲
得
を
伝
え

ま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
森
田
市
長
は
「
 

み
な
さ
ん
、‘
大
変
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
本
当
に
す
ば
ら

し
い
快
挙
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

さ
ら
に
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
、
チ

ー
 

ム
ワ
ー
ク
に
磨
き
を
か
け
、
一

層
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
 

と
称
え
ま
し
た
。
 

五
所
川
原
女
声
コ
ー
ラ
ス
で

は
、
今
回
の
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞

を
記
念
し
て
、
下
記
の
と
お
り

発
表
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
 

市
民
の
皆
さ
ん
の
多
数
の
お
い

で
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

森田市長（左から 2 人目）にグランプI)獲得を伝
える五所川原女声コーラスのみなさん 

グ
ラ
ン
プ
リ
の
賞
状
をも
つ
宮
崎
代
表
 

（左
）
と
トロ
フ
ィを
も
っ
一戸
民
子
先
生
 

五所川原女声コーラス「グランプリ」受賞発表会 

裏蕪響毒熱竺r6時30分まで機鷲ぐ 

(
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帯
識
騒
」
”
蹴
）
鵬剥
l
絶
叫（
盤
蝿
艦
織
盛
縦
騎
暇
総
浮
総騎
蝿
「）
認
球
継）
 

罰
「
一
に
！
汗
川
」刃
一
片
」
「
”
「
川川
叫吋
m
川
”
”(
m刈
m
m「
「
川川
」
 

”
豆
一
「
口
凶
“
切
雁
、
「
「「謂
綴
渦
謂
「
鳶
猫謂
「「「
澗
滅
思
）
「
「
直
「
「
濫憾
漂
 

ー
謝
敏
割

昌
い
寸
勿
レ
多
妙
が
園
圏
 

甲
小
小
山
】
］
口
W

"
I

ョ
目
一
「”
）
叫
〉「
刈
吋叫
」
）
留「
「滞
（
「州
岡」
」
」
「
）
世か
岬
）か
「
吋同
世“
」
叫
小
小
 

I 

“、、、 
、 

I 

桂林市副市長嚢鳳蘭先生
を訪間 

毎朝、太極拳で健康づく‘J 
（於上海） 

第 1 回コミュニティカレッジ講義風景 

唖対川馬占散鱗Iーカレソシ 

市民会議にどうぞ rf9言諾ます 

③ 今年度から五所川原地区は、北地

区（五小学区） と南地区（南小学区

及び中央小学区）の2地区に分割さ

れます。 日時、会場等まちがいのな

いようご注意ください。 

月
 

I
I曜
 

時 間 地区名 会 	場 

「
田
 

午後 
1】加～ 小曲地区 農村婦人の家 

22(k) 午前 
10 : O0- 飯詰地区 コミュニテイセン

ター飯詰 

24 午前 
10:叩～ 中川地区 一7

 
I

ー
 
セ
 
、
ノ
 

コ
タ
 
ミ

一
 
ュ

中
 
ニ

川
  

25 午前 
10 】 00-- 松島地区 】一島

 
】

T
 

I
,
 

セ
 

、
ノ
 
 

、
、、
 
一
 

ュ
松
 

コ
々
ノ
 
 

26 午後 
i: 00- 

五所川原 
（北）地区 

一
 一
 ュ

 
 

、
、
、
 
一
 

士
‘、
ノ

しテ
 
●
さ

‘
・
 
し

セ
 

コ
力
ノ
 
 

29 午前 
10 : 00- 長橋地区 テ

 
1
,
 

セ
 
、
ノ
 

こ
、
 

一
 

コ
タ
 

ュ
長
 
ニ

橋
  30 午前 

10 : 00- 梅沢地区 梅沢コミュニテイ
センター 

ー
 
0
  

3
H
v
 
 

午後 
1: 00- 

五所川原 
（南）地区 

老人福祉センター 
（市民文化会館隣） 

〔よ 

午前 
10 : 00- 七和地区 コ

タ
 
ミ

一
 
一
一

和
 
】
ア
 

イ
，
 

セ
 

、
ノ
 

ュ
七
 

中
国
視
察
を
終
え
て
 

市
教
育
委
員
会
が
主
催
し
、
 

市
内
の
誘
致
企
業
の
専
門
職
員

ゃ
青
森
職
業
訓
練
短
期
大
学
の

教
官
ら
が
講
師
を
務
め
る
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
」
（
地
域

振
興
大
学
）
が
九
月
五
日
、
市

中
央
公
民
館
で
開
講
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
一
干
一
世
紀
を目
 

・

指
し
、
理
数
系
教
育
に
強
い
人
 

』
材
育成
に
取
り
組
む
市
・
青
森

職
業
訓
練
短
期
大
学
校
、
誘
致
 
 

企
業
で
組
織
し
て
い
る
五
所
川

原
地
域
工
業
振
興
懇
談
会
が
構

想
し
、
市
教
育
委
員
会
が
事
務

局
と
な
っ
て
進
め
て
い
た
も
の

で
、
定
員
を
上
回
る
四
十
四
人
 

（う
ち
女
性
一
干
一
人
）
の
申

し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
 

開
講
式
で
は
、
出
席
し
た
四

十
一
人
の
入
講
生
一
人
ひ
と
り

に
高
橋
清
徳
教
育
長
か
ら
入
校

許
可
証
が
手
渡
さ
れ
た
後
、
高
 
 

橋
民
一
教
育委
員
長
が
「
こ
の

講
座
を
通
じ
て
学
ぷ
情
報
化
社

会
に
対
処
す
る
知
識
や
技
術

・

情
報
処
理
の
仕
方
を
地
域
振
興

の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
 

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

続
い
て
、
当
講
座
の
推
進
母

体
で
あ
る
五
所
川
原
地
域
工
業

振
興
懇
談
会
長
の
辻
茂
青
森
職

業
訓
練
短
期
大
学
校
長
か
ら
「
 

初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
そ

れ
ぞ
れ
の
目
的
に
向
っ
て
が
ん

ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
お
祝
い

の
言
葉
が
あ
り
、
入
講
生
を
代

表
し
て
新
井
勝
博
さ
ん

（
地
方

公
務
員
）
が
誓
い
の
言
葉
を
述

べ
開
講
式
を
終
わ
り
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
、
青
森
職
業
訓
練

短
期
大
学
校
の
竹
花
洋
次
郎
教

官
を
講
師
に
 「
コ
ン
ピ
ュー
タ
 

ー
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
 

に
つ
い
て
講義
を
受
け
ま
し
た
。
 

講
座
は
、
来
年
三
月
ま
で
毎

月
第
一
・
第
三土
曜
日
の
午
後

二
時
か
ら
二
時
間
、
計
十
五
回

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
 

日
中
友
好
は
、
政
府
間
の
み

で
は
な
く
両
国
地
方
政
府
間
の

友
好
に
よ
り
更
に
深
め
ら
れ
る

と
の
趣
旨
に
基
き
、
森
田
市
長

は
こ
の
度
、
中
華
人
民
共
和
国
、
 

中
国
日
本
友
好
協
会
の
招
待
に

よ
る
青
森
、
岩
手
県
市
長
会
の

一
員
と
し
て
訪
中
致
し
ま
し
た
。
 

八
月
十
七
日
か
ら
十
日
間
、
 
 

北
京
、
西
安
、
柳
州
、
桂
林
、
 

上
海
の
各
市
を
訪
れ
、
現
代
化

計
画
推
進
中
の
躍
動
す
る
新
中

国
を
視
察
し
て
き
ま
し
た
。
 

森
田
市
長
は
訪
中
を
終
え
、
 

「
こ
れま
で
、
中
国
は
近
く
て

遠
い
国
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た

が
、
日
中
両
国
が
本
当
に
近
い

国
に
な
る
こ
と
が
両
国
の
繁
栄

孫
の
 
の
み
な
ら

ず
世

長
々
 

界
平
和
に
寄
与
 

欝
 讐
鴛
 

鷺
）
韓
瞬
 

国
化
好
 
た
い

」
と
語
っ

中
平

友
 

て
い
ま
し
た
o
 



』
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団員を激励する森田市長 
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生
涯
教
育
の
推
進
を
目
指
し
て
 

東
北
地
区
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
研
究
協
議
会
開
か
れ
る
 

「県
青
年
の
船
」
団
員
1
2人
を
激
励
 

「生
涯
教
育
を
推
進
す
る
た

め
の
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー
・
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
 

を
テ
ー
マ
に
九
月
三
・
四
日
の

一
百
間
、
市
中
央
公
民
館
にお

い
て
東
北
地
区
視
聴
覚
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
研
究
協
議
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
学
校
教
育
及
び社

会
教
育
に
お
け
る
視
聴
覚
機
器
、
 

教
材
の
供
給
機
関
であ
る
視
聴

覚
セ
ン
タ

ー
・
ライ
ブ
ラ
リ
ー
 
 

の
充
実
、
振
興
を
図
る
ため
、
 

東
北
各
県
の
関
係
者
が
地
域
の

視
聴
覚
セ
ン
タ
ー
・
ラ
イ
プ
ラ

リ
ー
の
当
面
す
る
諸問
題
に
つ

い
て
情
報
、
経
験
の
交
流
や研

究
協
議
を
行
う
こ
と
を
目
的
と

す
る
も
の
で
約
三
百
五
十
人
が

参
加
。
 

三
日
の
開
会
式
で
は
、
山
崎

五
郎
県
教
育
庁
教
育
次
長
が
「
 

皆
さ
ん
の
経
験
と
英知
を
結
集

し
、
新
し
い
時
代
（
の
道
し
る
 
 

べ
と
な
る
よう
な
研
究協
議
会

に
な
る
こ
と
を期
待
し
て
い
ま

す
」
と
、
ま
た
、
石
田
光
久
文

部
省
社
会
教
育
局
学
習
情
報
課

事
務
官
が
あ
い
さ
つ
。
 

続
い
て
、
森
田
市
長
が
「
五

所
川
原
に
お
い
で
の
皆
さ
ん
、
 

五
万
市
民
と
も
ど
も
心
か
ら
歓

迎
い
た
しま
す
。
本
協
議
会
が

情
報
化
社
会
に
対
応
し
た
視
聴

覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
役
割
と
生

涯
学
習
を
効
果
的
に
推
進
す
る

た
め
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
ら

れ
る
こ
と
を心
か
ら
お
祈
り
し

ま
す
」
と
歓
迎
と
お
祝
い
の
こ

と
ば
を
述
べ
開
会
式
を
終
わ
り

ま
し
た
。
 

引
き
続
き
象
茄
者
は
、三
つ

の
分
科
会
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
テ
ー
マ
に
従
い
話
し
合
い

を
行
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
四
日
に
はN
H
K
放

送
文
化
調
査
研
究
所
主
任
研
究

員
藤
原
功
達
氏
の
講
演
と各
県

が
自
主
的
に
制
作
し
た
教
材
視

聴
会
が
行
わ
れ
、盛
況
の
う
ち

に
協
襲
「
を
終
わ
りま
し
た
。
 

「一
千
一
世紀
の
青
森
県を

つ
く
る
た
め
、
青
年
は
今
、何

を
な
す
べ
き
か
」
、
み
つ
め
よ

う
、
考
え
よ
う
、
ひ
ら
こ
う
我

が
ふ
る
さ
と
、
を
目
的
と
す
る
 

「県
青
年
の
船
」
 
（
団長
・
北

村
知
事
）
に
、
本
市
か
ら
参
加

す
る
団
員
達
を
九
月
五
日
、市
 
 

役
所
で
森
田市
長
が
激
励
し
ま

し
た
。
 

本
市
か
ら
参
加
す
る
の
は
、
 

菊
地
公
英
さ
ん
（
市
内
湊
）
ほ

か
十
一
人
（う
ち
女
性
三
人
）
。
 

森
田
市
長
は
「
二
十
】
世
紀

を
担
う
皆
さ
ん
に
は
、
大
い
に

経
験
を
積
ま
れ
る
と
と
も
に
、
 

健
康
に
留
意
し

元
気
で
研
修
し

て
き
て
く
だ
さ

い
」
と
激
励
し

ま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し

団
員
の
皆
さ
ん

は
「
五
所
川
原

市
の
代
表
と
し
 

自
衛
官
を
志

望
す
る
人
と
の

相
談
な
ど
を
行

う
「
自
衛
官
募

集
相
談
員
」
の

委
嘱
状
交
付
を

八
月
三
十
一
日
、
 

市
長
公
室
で
行

い
ま
し
た
。
 

相
談
員
に
委
 
 

て
恥
じ
な
い
よ
う
、
自
覚
を
も

っ
て
頑
張
っ
て
き
ま
す
」
と
誓

っ
て
い
ま
し
た
。
 

菊
地
さ
ん
達
は
、
九
月
八
日

か
ら
二
十
一
日
ま
で
洋
上
研
修

す
る
と
と
も
に
、韓
国
、
中
国

を
訪
問
。
 

こ
れ
ら
の
国
の
青
年
達
と
交

流
し
、
国
際
的
視
野
を
広
め
ま

す
。
 

ま
た
こ
の
日
は
、総
務
庁
主

催
の
青
年
国
際
交
流
事喋
の
ー
 

つ
で
あ
る
「
航
空
機
に
よ
る
青

年
の
海
外
派
遣
」
に
本
市
か
ら

た
だ
一
人参
加
す
る
秋
元正
猛

さ
ん

（市
内
新
町
）
も
市
長
か

ら
激
励
を
受
け
ま
し
た
。
 

嘱
さ
れ
た
人
は
次
の
と
お
り
で
 

す
。
 

（
敬称
略
）
 

秋
田
光
則
（
川
山
）
、長
尾
芳
彦
 

（
松野
木
）
、原
三
郎
（
飯
詰）
、
 

斉
藤
操
（
高
野
）
、小
坂
勝
冗
（
 

水
野
尾
）
、佐
々
木
善
吉

（
中
泉）
 

川
浪
三
郎
兵
術
（
藻川
）
、長
尾

光
雄
 
。
元
町）
 

歓迎のあいさつをする森田市長 

自
衛
官
募
集
相
談
員
 

委嘱状交付式 

を
委
嘱
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盛会であった老人保健芸能大会 

（
 
店
土で
う
象
尿と皿
須昌
α
 

答
 

・・
‘・
 

,
 

二
第
 

4
墜
こ
早
を
（
払
2
一ロ

d
比
 

A
4令
工皿
めz
n‘
什
‘よ
 

土
、阜
志

l
ば
‘蜘
 

ゆ
 

叫
熊
議
襲
・
 

蔭
犬

？
能
 

鴛
 

市
鬼
 

晩
田

所

4
 老

人
パ
ワ
ー
爆

発
I
・
市
老
人
クラ
プ
連合
会
 

老
人
保
健
雄
能
大
会
 
老
人
ス
ポ

ー
ツ
大
会
 

「太
陽
の
子
の
集
い
」
開
か
れ
る
 

西
北
五
地
区
精
神
薄
弱
児
（
者）
レク
リ
ェ

ー
シ
ョ
ン
 

五
所
川
原
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会

（
葛
西専
造
会
長
）
で
は

八
月
二
十
四
日
、
市
民
文
化
会

館
で
老
人
保
健
芸
能
大
会
を
開

き
ま
し
た
。
 

ー
 こ
れ
は
、
同
ク
ラ
ブ
が
歌
や

踊
り
な
ど
の
芸
能
を
と
お
し
て
 

，
若
返
ろ
う
と
、
市
国
民
健
康
保

一
険
の
協
賛
で開
い
て
い
る
も
の

で
今
年
で
四
回
目
。
 

こ
の
日
は
、
市
内
八
十
七
の

老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
約
八
百
人
の
 
 

お
年
寄
り
が
集
ま
り
ま
し
た
。
 

大
会
で
は
、
山
田
収
入
役
が
 

「日
頃
の
練
習
の
成
果
を
十
分

発
揮
さ
れ
、
意
義
深
い
大
会
と

な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
。
統
い
て
葛
西
会
長

が
 
「こ
の
大
会
を
、
笑
い
と
楽

し
さ
い
っ
ぱ
い
の
も
の
と
し
、
 

若
さ
と
フ
ァ
イ
ト
を
よ
み
が
え

ら
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ

つ
を
述
べ
ま
し
た
。
 

そ
の
後
早
速
芸
能
に
入
り
、
 

市
老
連
コ
ー
ラ

ス
部
を
皮
切
り

に
、
民
謡
、
歌

謡
、
無
踊
、
劇

な
ど
を
四
時
間

半
に
わ
た
っ
て

楽
し
く
過
ご
し

ま
し
た
。
 

市
民
体
育
館
で
九
月
三
日
、
 

「第
十
三
回
老
人
ス
ポ

ー
ッ
大

会
」
が
開
か
れ
、
各
地
区
の
老

人
ク
ラ
ブ
か
ら
選
手
な
ど
約
六

百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

大
会
で
は
、
山
田
収
入
役
が
 

「日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮

し
、
怪
我
の
な
い
意
義
あ
る
大

会
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
」
と
、
ま
た
、
主
催
者
を

代
表
し
て
葛
西
専
造
市
老
人
ク

ラ
プ
連
合
会
長
が
「
今
日
の
大

会
を
楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
の
も
の
 
 

と
し
、
体
力
づ
く
り
と
親
ぼ
く

を
深
め
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い

さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、
来
賓
と
し
て
成

田
守
県
議
会
議
員
、
工
藤
友
太

郎
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
副
会

長
が
激
励
し
、そ
の
後
、選
手
を

代
表
し
て
平
井
町
楽
成
会
の
佐

々
木
み
急
さ
ん
が
宣
誓
し
、
競

技
に
入
り
ま
し
た
。
 

競
技
は
「
ま
り
入
れ
競
技
」
 

「嫁
探
し
競
技
」
 
「パ
ン
喰
い

競
技
」
な
ど
十
二
種
目
約
三
時
 

間
に
わ
た
っ
て

熱
戦
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。
 

今
大
会
で
は
、
 

養
護
施
設
の
仲

間
に
も
呼
び
か

け
を
行
い
、
市

立
養
護
老
人
ホ
 

ー
ム
か
ら
も
多

数
の
参
加
者
が

あ
り
、
回
を
重

ね
る
ご
と
に
人

気
が
高
ま
っ
て

き
て
い
ま
す
。
 

西
北
五
地
区
の
精
神
薄
弱
児
 

（
者〕
が
一
堂
に
会
し
て
、
 「
 

太
陽
の
子
の
集
い
」
と
名
付
け

ら
れ
た
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
大

会
が
八
月
二
十
九
日
、
市
民
体

育
館
で
開
か
れ
、
ゲ

ー
ム
な
ど

を
通
じ
て
親
ぽ
く
を
深
め
A昌

ま
し
た
。
 

こ
の
集
い
は
、
五
所
川
原
市

と
西
郡
、
北
郡
の
社
会
福
祉
協

議
会
、
西
北
五
手
を
つ
な
ぐ
親

の
会
な
ど
が
主
催
し
、
精
薄
者

の
交
流
と
福
祉
の
向
上
を
目
指

す
も
の
で
、
西
北
五
一
円
の
精

薄
者
が
集
う
の
は
今
回
が
初
め

て
。
こ
の
日
は
管
内
の
施
設
入

所
者
を
は
じ
め
、
在
宅
精
薄
者

と
そ
の
家
族
、
福
祉
関
係
者
な

ど
約
千
入
が
参
加
。
 

集
い
で
は
、
大
会
長
の
花
田

一
県
議
会
議員
が
「
こ
の
集
い

を
契
機
に
、
精
薄
者
福
祉
へ
の

理
解
を
得
て
少
し
で
も
社
会
復

帰
の
道
を
開
い
て
い
き
た
い
」
 

と
あ
い
さ
つ
。ま
た
、来
賓
を
代

表
し
て
木
村
守
男
代
議
士
が
参

加
者
に
激
励
の
こ
と
ば
を
述
べ

ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
参
加
者
全
貝
が
お

む
す
び
型
の
大
き
な
ふ
と
ん
を

リ
レ
ー
す
る
「
お
む
す
び
こ
ろ

り
ん
」
や
「お
さ
る
の
か
ご
や
」
 

r4
し
ぎ
な
ポ
ッ
ケ
」
な
ど
に

挑
戦
し
、
観
客
か
ら
盛
ん
な
声

援
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
こ
の
日
の
昼
食
に
は
、
 

管
内
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
プ
と

県
す
し
業
環
境
衛
生
同
業
組
合
 

」
舞
」mの

 

ふ
達

そ
ば
と
巻
き
ず
 

擁
轍
灘
 

聾

議
湾
 

一
お
キ
」
 

・
・
 

」
お
を

ま
し
た
o
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ご協力ください 
総務庁統計局では、10月 1 日現在で、享光業基

本調査を実施します。皆さんのご理解とご協力

をお願いします。 

この調査は、皆さんのふだんの就業・不就業

の状態などについて調査票に記入していただく

もので、ふだん仕事をしている方には、その仕

事についての事柄をお尋ねし、また、ふだん仕

事をしていない方には、就業希望などについて

お尋ねします。 

この調査により得られる統計は、国や都道府

県、市町村の雇用対策を始め、皆さんの仕事や

生活にかかわる政策を作り、推進するのに役立

てら才します。 

この調査は全国で約37万世帯を調査対象とす

る大規模な統計調査で、統計的な手法により、 

本市の15地区が選ばれ．、 これらの地区にお住い

の世帯の中から、更に一定数の世帯が無作為抽

出で選ばれます。 

選ばれました世帯には、 9月23日から9月30 

口までの間に調査員が調」Ii三票の配布にお伺いし 

就業構造基本調査 

	・l0月1日 
ますので、ご協力くださいますようお1願いしま

す。 

なお、調査員は知事から任命され、調査票に

記入していただいた内容を他に漏らすことは、 

法得士（統計法）により固く禁じられています。 

また、調査票は皆さん一人ひとり（7H固人のデー 

タとしてではなく、大勢の人のものと合わせーて

集討‘し、統計としてまとめて公表し、利用さ才し

ます。 

このように、個人や担ジ帯の秘密は完全に守ら

れますので、調査票にはありのままを記入して

くださるようお願いします。 

10月 1 日就業構造基本調査 

自衛官へのコース 2等陸・海・空士 

 

自衛官となる最も一般的なコースてレす。 

入隊と同時に 2等陸・海・空二七に任命され、新隊貝教育隊で教育 

を受けた後、各部隊に配属され、各種の分野で活躍します。 

入隊者は全貝営・舎内（艦艇内）居住で衣食住は無拳ト支給又は貸与の 

うえ、初任給110,200円 その他勤務の内容によって各租！手当が支給 

されます。 

．任用期間は 2年又は 3年が一任期ですが、希望者には、選考に基 

づき継続ィ壬用される道がひらかれています。 

また、曹・斬と部への道もひらかれています。 

ノ’、 

 

市民秋まつり 「津JAZZ を聴く集い」 
ン日 日寺

ン場 所

ン入場半斗

ン出演者 

ン司会者 

9 月 2 0 日（日）午前11時スタート 

う良！野長t」受公園屋外ステージ（小i弱決行） 

無料 

津軽民謡協会、 スタッフ、フィードバックイン、 

（当日出iり〔者に変更のある場合があリます。） 

野IFこうへい 

ライ ド、斉藤治 （フラメンコギター〕外 

主催 五所川原市観光協会 
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事件の発生を 
見たら・聞いたら 

暴力110番ノ＼ 

 

現在、市民生活を脅かしている暴力団対立抗；

争事件に対し、五所川原警察署は、不眠不休の 

24時lUI厳戒体制に全署貝あげて‘川牛の早期解決

及び未,太防止に努力しています。 

しかし、市民の協力なく しては事件の解決は

困難ジであり、暴力団に関する情報などを積板的

に提供していたノごくため 「暴力 1 10番」 を利

月］し、暴カを追放してI」月るく住みよい街づく り

のため、広く市民のご協力をお願いすることに

なりました。 

イ士返しが」布いからなどの理由て‘通報しないと、 

暴力団を」功長させ、 さらに次の抗争事件を誘発

することになります。 

引込み想し案にならず、・ぜひ暴力 1 10番にiill 

報をお願いします。 
（五所川原警察署） 

暴力110番 
0暴力団から被害を受けた。 

〇暴力団の犯罪を見た。 

〇暴力団のことで困っている。 

五所川原警察署 ⑩2141番 

暴力110番 O177i1 11 0番 

 

市
民
一
丸
 

暴
力
団
追
放
 

  

秋から冬にかけて出稼ぎを 

希望される皆さんへ 
---'Fl 年秋ごろからの円高による厳しかった経

済情勢も、今年度に入ってやや落ちイ寸きを見・せ、 

全国的な景気の低I帯にも回復のきざしがみえて

きております。 しかし、出稼ぎ求人については、 

製造業からの求人が少なく、 また、企業の合理

化対策等求人内容に依然として厳しいものがあ

リます。 

公共］識業安定i折でてよ、僕I東・中京地区の受入

那県の協力により、県外に出稼ぎを希望される

人のため、下記のとおり現」也選考会を実施し、 

」統労のあっ旋を行います。 出稼ぎを希望される

人は、・ぜひ出席しましょ う。 

ン日程（時問は午前 9 時から正午まで’) 

10月 5 日（月）埼玉・干・葉県 

10月 7 日（水）東京都‘神奈川県 

10月 9 日 （金）静岡・愛知県 

ン場所 五所川原公共職業安定所 

※五i折川原公共職業安定Iりiて叫ま、上記」ら又外でも

出稼ぎを希望される人のため、毎週火・木曜

日（こ現」也選考会を！夷加1しています。 

自動車安全運転センター発行の

証明手数料改正のお知らせ 

0交通事故証明手数料は 

交通事故証"i-II " 8 月 1 日から600円（現行 

500円） 

0運転経歴証明手数料は 

遇I転経歴証明書 El召和63年10月 1 日から 

700円（現行600円） 

※証明書の申‘済用紙は、各警察署、派出所、場i三 

在所、交通安全協会、農協等の窓口に備えて 

あります。 

秋の全国交通安全運動 
／・ら‘ー 

ニソ）負■運動の重点 
了、 	）■期間 9月21日 （月）ー19月30日 （水） 

1. 飲酒・暴走連転の追放 

2. 歩行者と自転車乗りの事故防止 

3 ．ニ輪車の無謀jI」I転の追放 

4・正しいシートベルト、ヘルメッ トの着用のiI改底 

五所川原市交通事故防止対策本部 

／ニ 
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「核兵器廃絶平和都市宣言」 

記念植樹祭を開催 
市では、 「核兵器廃絶平和都市宣言」 を記念

して 「市民憩の森材し て甘直樹祭を開催すること

になりました。 多くの方々のご参加をお願いし

ます。 

＞日日寺 9 月27日 （日）現地午前10時30分から 

30分から（雨天の場合は l0月 4 日に順延） 

レ場所 飯詰山国有林（味n曾ケ沢野鳥の家附一j!ii) 

ン申し込み先 9 月19日までに、市農林課（雪 

⑩ 2 1 1 1番内線 2 1 5 番）へ申し込みくノご 

さい。 

レその他 （ェ）服装は、作業服、長ぐつ又はズッ

ク、軍手を準併『してください。 ②市で送迎パ

スを月ョ意しますので、当日午前 9 時30分まで・

に市役ji斤前にお集り くプごさい。③昼食、使川

器具は市で準備Iいたします。④参加者全員に

苗木を無償配布いたします。 

  

国民年金保険料納付組合の設立を 

     

国民年金保険●斗は、 J 」額 7,400円（~肘加保険 

1斗400円アッフつ です。 

保険米斗を容易に納めやすくするたy叫内付濃II合

に加入しませんか。 

国民年金偽報灸，斗は、各」也区の紺拝見」til蓄組合ま

たは年金納入組合で取り扱っております。 

また、納入組合は刈l城・」臓場またはグルーフP 

ごとに、いずれも lOW：帯」こ」、上の加入であれば設

立できます。 

納入組合には、毎年組合が］I,くり扱った保険lsI 

額の0.07％の報償金が支」1、われます。 

なお、組合壇受立についての詳しいことは、市

保険年金課（雪⑩ 2 1 1 1番内線 2 6 7 番）ま

でお問い合わせください。 

    

交通事故にあったら．ノ 

県交通事故相談所へ 

      

 

「ぽけを防ごうノ」 

看護教室 ー受講者募集― 
I.受講資格 どなたでも受i溝できます。 

ン日時 9 月18日（金）午前l0時から正午まて了 

＞場所 老人福祉センター 

ンテーマ 楽しい老後を送るために 

レ内容 l物忘けtとボケにてル、てのお話 外 

＞受講料 無料 

主催 看護協会北五支部 

   

     

突然、交通事故にあうと慌ててしまいます。 

損害賠償の請求そのf也についてどうしたらよ

いか、とまどうのは当然です。 

こノくノなときは、一日て‘も早・く県の交通事故相

談所へこオ目談くブごさし、。 

県の交通事故相談は、中立公正な立場から親

身になって相談に応ヒています。 

専門の相談貝または、弁護士が無料・て才目談い

たします。 

電話での相談も受けイ寸けますのでご利用くブご

さい。 

休日を除き、毎日開いています。 

レ相談時間 午月19時から午後 4 時まで。土婦

日は正午まで’。 

レ弁護士相談 毎週土曜日午前10時から正午ま

で。 支所は第 1、第 3 土曜日。 

0本所 青森市新町 2 丁目3-1 県庁別館1 

F皆（県警内） 廿0177② 1 1 1 1番 

くフ弘肖lI支所 弓I、前市 j歳主町-4 県合同庁舎別館

費 0172(ill)8 7 2 1 番 

  

難 

 

  

極左暴力集団の 
根絶にご協力を 

   

  

最近、極左暴力集団は、盗んだマ肖火苦鼻を改 j貴

し、また卓両を使用してテ口、ゲリラを敢行し

ています。 

極左暴力集団のテロ、ゲリラを封じ込めるた

めに消火器、 車ilijiの盗難防止と、 もし盗難に」与

った際は早期通報のご協力をお願いします。 

通報先 」五iり〒川原警察署 ⑩ 2 1 4 1 

極左1 l 0 番 0177⑩ 1 1 l 0 

   

交通災害共済 

年額850円 
―家族そろって加入しましょう― 



新受入図書 
	

市立図書館 

JI・ 	名 著 者 名 書 	名 著者名 

歴史家と歴史学 弓削 	達 1 人を恋い唄に酔っ 中西 	龍 

子どもの人格と学力 川合 	章 十和田湖の四季 高橋 正志 

国有林を考える 徳義 三男 ひとリ旅一人芝居 渡辺美佐子 

山菜栽培全科 大沢 	章 同時代を語る 赤川 次郎 

あおもリ鉄道物語 響黒暫鷲 国を思うて何が悪い 阿川 弘之 

民衆史入ri 大石慎三郎 セピア色の写真 諸井 	薫 

生活を守る経済知識 吉村 哲彦 戦時下の庶民日記 青木 正美 

妻からの離繰状 渥美 雅子 シルクロード 
株掲の道はるカ・ 深地 久枝 

外圧に揺らぐ日本史 林 健太郎 津和野物語 三浦 	浩 

生き生き数学 何森 	仁 いのち華やぐ 瀬戸内寂聴 

子供の心身症 中村 延江 瓢壷の夢 高市 俊次 

挨拶と話し方 山研
 
凶

究
 
活
会
 

逃亡弁護士 秋久 峻三 

時間の歴史 渡辺 	懸 ピント日本見聞記 杉本 苑子 

腐食と防食 岡本 	剛 I時のアラペスク 服部まゆみ 

きもの暮し女の暦 佐々木愛子 風まっり 狭 不次男 

お弁当絵日Jil 
】.000日 中村 成子 忘我の記 中里 恒子 

証券の基礎知識 草 文 社 遊覧日記 武田百合子 

ちよっと気のきいた
文章の併き方 西岡 光秋 朝の独学 森村 	稔 

「宛字」の語源辞サ、 杉本っとむ いたど 1〕村カ・らの
手紙ニ 三角久美子 

~磁LJV%_ . 1 d- I1Q)J&A (t. 挙芸 	ー―~ 

I たばこは、市内から買って／ 
I あなたが市内でたばこをお買 

I い求めになりますと、た‘どこI肖 	一 

I 費税が市の収入（たとえばマイ 

~ 

~笠-t7-」 fflI) 	につさ41円4。銭） 	ー‘胃 I 
4一, 	 4"”一よ 

， ノレドセプン1箱にーつき 41 1q40銭）  ニ ー】~ 
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需紫薫篇学生募集 
レ受験資格 昭和39年 4 月 2 日 （大学校学生は

昭和42年 4 月 2 日）以降に生まれた者で2欠に

掲げるもの。 

①高等学校を卒業した人及び来年 3 月までに高

等学校を卒業する見込みの人。 

②高等専門学校の第 3 学と年の課程を修了した人

及び来年 3 月まで’に高等専門学校の第 3 学年

の課程を修了する見込みの人。 

③その他大学入学資格検定に合格した人等人事

院が（①）に掲げる人と同等の資格があると認め

る人。 

ン採用予定数 

oI毎上保安大学校学生 約50人 

0海上保安学校学週三 水路・・・・約10人、犬丁台…味勺 

30人、通信…・約］5人、I抗海・機柘l・主言十…約 

70人。 

ン受験受仁t期間 9 月11日から 9 月24日まて％ 

（郵送された申込書は、 9 月24日までの消印

のあるものに限り受け付けます。） 

申込用紙の請求や詳しいことは、青森海上保

安部（〒030 青森市青柳一丁目 1番 2 号、合 

0177 2 4 2 3 番）へどうぞ。 

第34回NHK青年の主張 
全国コンクール青森県大会 

出場者募集 
ン参加資格 青森県在l主で・、日召和37年1月16日 

カ、ら昭和47年 4 月 1 日まで生まれプこ人であれ 

ば、国籍を間わずどなたでも応募できます。 

ンテーマ 自由 

＞青森県大会日時 11月 3 日 （文化の日）N 1-i 

K1与森放送局第 1スタジオ 

レ応募方法 

0自分の主張を 5 分以内に発表できるようにま

とめる（400字靖吉原稿用紙；4 枚稚1度） 

0原稿の送り先 青森市松原 2 丁目1一 l N 
HK青森放送局 「青年の主張の係」 

0原稿締め切り l0月15日（木）必、着（原稿は

来発表のもの） 

ンその州l 

0 青森県大会の出場者は原稿審査によって選ひ’ 

ます。 

0おlI月い合わせ先 N H Kj!j森放送局 放送部 

「背年の主張の係j (費O177ロ,)5 1 1 1番） 

⑨昭和62年（1987年）9 月15日 
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みんなの健康教室 

時
所
師
 

日
 
場
講

レ
ン

ン
 

9 月 2 5 日（金） 'F後 1時 

市保健センター 

I工渡 評治先生 

（公立金木病院長） 

ンテーマ 「微生物と感染症」 

主 催 北五医師会・市民保健協議会 

みんなの健康教室テレフォンサービス実施中 

2 ⑩O31 1番 

昭和62年（1987年）9 月15日 
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加月の保健センター相談日」 
10月 2・9' 16・23・30日で’す。 (iij：週金曜 Fl ) 

＞時間 午前l0時～午後 3 時まて‘。 （ただし、 

9 ・16日は正午まで） 

ン内容 保健婦が血圧測定、尿検査を含めた健

康相談に応じますので、赤ちゃんからお年寄

りまでお気軽にご利用ください。 

お問い合わせは市衛生課へ（費内線 26 8 番）。 

乳幼児の健康診査 
ン場所 i引呆但H:ンター 

ン受付時n』］ 午後 1時～ 1時30分・まで。 

ン持参するもの 母 H廷弘ll手帳、パスタオル。 

r 

	

	3歳児は尿検査も行いますので、当日小ビン 

に尿を入れてもってきてくえどさい。 

※注意 ① 6 カ月児健康相談の際に、神経芽細

胞腫（小児がん）の検査セッ トを配イ寸しますが、 

当日つごうで来れーない場合は、衛生課窓口にセ

ッ トをもらいにきてください。（ただし生後 6 カ

月、 7 カ月児に限る％ 

②病気療養中（！待に伝染性の病気）のお子さん

はご遠慮ください。 

お間い合わせは、市衛生課（容内線 26 8. 

2 7 2 番）へどうぞ。 

月 令 対 象 児 期 日 内 容 

3 カ 月 児 S62年 6 月生 10月13日（幻 健康診査 

6 カ 月 児 S 62年 3 月生 10月20日因 健康相談 

I 	歳 児 S61年 9 月生 10月26日（印 健康相談 

1歳6力月児 S61年 4 月生 10月27日因 健康診査 

3 	歳 児 S 59イI三 6 月・ 7 月生 10月15日困 健康診査 

1

1
1
1
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市役所の電話番号は⑩2111番 

三種混合（百日咳・ジフテリア・破傷風） 

ワクチン接種 
弓司り月妾租iはイ云染病のまんI馴坊止と感染予防の

ため行うものです。 なかて“も百日咳は、乳児の

場合、致命率が高いので必ず受けましょう。 

なお、今年から接種方法が変わりますので、 

該当する方はお申し込みください。 

＞対象幼児 昭和58年l0月 1 日から昭和62年 6 

月30日までに生まれた乳幼児。 ただし生後48 

力月を経過した乳幼児は接租iできません。 

(II期分については、昨年I期終了した幼児

に限り48カ月」』よ上でーも接種で、きます。） 

）申し込み方法 市衛生課窓口に母子手帳を持

参のうえおいでくた「さい。 接種券を交イ寸いた

します。 

ン中し込み期間 9 月21日から30日まで 

ン接種方法 下記の医療機関に接租i券と母子手

帳、間診票を持参してください。 

＞接種（受付）時間 各医療機関の受付時間は

午後 1 時30分・から 3 時まで’。 

レ接種期間 

IJIJJ 	1回目 10)114 LI （水）15日（木）16 

日 （金） 

2 回目 11月18日（水）19日（木）20 

日 （金） 

3 回目 12月16日 （水）17日（木）18 

日 （金） 

111W Ii明終了後12カ月から18カ月までの間 

に接種してください。 

ン接種料金 無米斗 

ンお間い合わせ先 市衛生課（内線 2 7 2 番） 

実施医療機関 

阿 部 医 院 白 生会胃 腸病院
江 渡 医 院 都谷森小児科医院

兼平内科小児科医院・ 冨田胃腸科内科医院
川崎胃腸科内科医院‘ 永田小児科内科医院

健生病院五所川原診療所・ 増 田 病 院

佐藤内科小児科医院 三 好 診 療 所

西 北 中 央 病 院 森 田 診 療 所
対馬内科小児科医院 森内科小児科医院 

「愛の献血」お願いします 
期 	日 時 	間 場 	所 

9 月21日 
（月） 

午前10時から 
正午まで 

市農村婦人の家 
（小曲） 

午後 1時から 
午後 2 時30分まで 

マルカカサイ駐車 
場 	（本町） 

午後 3 時から 
午後 4 時まで 

水野尾集会所 
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